
・行政やボランティアに頼らなくてもいいように最低限の備えを
しておく

・非常食を買って蓄えておく

ブロック塀のある家
がまわりに多くて、
避難路をふさがな
いか心配

マンションがたくさん
あるので、避難場所
が人でいっぱいに
なってしまう

津波が来る前に職
場に向けて出発し
た方がよいか？（少
し時間があるだろ
う）

液状化現象がおこ
る可能性は？
ある場合は、どのよ
うな対処方法や気
をつける事は？

・仮設のトイレを設置する

震災後

地震後の治安悪化 災害後のトイレをど
うしたらよいか分か
らない

災害後の衛生面が
悪くなると思うので、
その病気に対する
薬の確保

―

ケガ人を運んでいく
病院や救護所が不
足しそう ―

停電

夜間地震が起きた
場合、避難経路が
明るい（外灯）か？

停電になると避難
場所の電源はどう
するのか

助け合えるか

家族との連絡手段
が確保されている
か？

津波がくる遠地にい
る家族との再会が
できるか心配

連絡手段

隣の家と仲が悪い
ので助け合えるか
心配

賃貸住宅（マンショ
ン）で、近所づきあ
いがなく、助け合え
るか心配

避難場所

避難場所が分から
ない

・家具の固定を義務化する

対　　　    策

―

見 出 し 地 震 で 心 配 な こ と 、 困 る こ と

建物の崩壊

建物が古いため倒
壊しないか心配

自分の家の耐震強
度がわからないの
で心配だ

家が倒れて柱など
の下敷きになるの
が心配

マンションのドアが
開かなくなるので出
られるか心配

土砂崩れ

山ぎわの家は土砂
崩れの恐れがどの
程度あるか？

土砂災害が起こり
そうな場所が多い

家が山の近くなので
土砂災害が心配だ

火災

隣が工場
爆発しないか心配

住宅密集地区が近
くにあり延焼が心配

古い木造家屋が
残っている地区であ
り、倒壊・出火する
のではと心配

自分の家の地盤が
崩れたとき、どんな
に崩れるのか知り
たい

津波　水没

津波より、家が水没
すること
（シミュレーションで
わかった！）

津波浸水想定区域
に住んでいる人が、
逃げ遅れないか心
配

隣りの人を助けてい
る間に津波がくると
自分も危ない

自主防災メンバー
同士の連絡方法が
途絶えて活動に支
障

１人暮らしのお年寄
りの家具を固定して
やりたいけどあとで
家族の人に何か言
われたらどうする

・日頃から近所づきあいして仲良くなる
・自主防災メンバーは、お互いの携帯メールを登録し合っておく

・自主防災の活動を増やし、その中でコミュニケーションをとる
･日頃のイベント（お祭り）の裏方をして、未知の出来事や段取りになれ
ておく

離れて住んでいる
独り暮らしの義母の
安否確認と世話

おじいちゃんとおば
あちゃんが心配だ

―

・１７１の使い方を壁に貼る
・災害伝言ダイヤル「１７１」の使い方を毎月１日の日に練習する
・災害伝言ダイヤルを使うと決めておく
・日頃から両親とメールをして、災害の時もインターネットの伝言板を使
えるようにする
・連絡手段は限られてくるので、いろんな手段を調べておく。（決めてお
く）
・集合場所、待ち合わせ場所を決めておく
・災害後の行動を話し合っておく（家に帰れない時、家族で決めた場所
に向かう）
・いつも家族の写真を持ち歩く

・地域でつながりを持っておく

自分が住んでいる
地域の避難場所が
ない

―

―

―

学校で地震が起
こったら家に帰れな
い



・救急救命講習を受けて、住民お互いで軽いケガについて助
けられるようにする

・薬品などを地区ごとに蓄えておく

・ケガをしないようガラス用フィルムなどの対策をする（せめて
自分だけでも）

・持病の薬などは多めにもらっておく

・実際に災害にあった人の震災後の生活を聞くと自分が実際
にあった時の参考になるのでは

・自主防組織で泥棒が入られないか地区の夜回りをする

・被害者の中から復興班をつくって対応する

・治安の悪化

―

南海地震に対して
の無関心層がまだ
まだ多い

地震発生の時に
ペットを避難するこ
とが出来るのか？

まだ地震保険に
入っていない ・トイレシート（１枚200円くらい）を買っておく



3 班

自分 地域 行政 今からその時 被災後

○ ○
○ ○

○ ○

○ ○

○

・行政やボランティアに頼らなくてもいいように最低限の備えを

○

○

誰    が

○ ○

い    つ

・自主防災メンバーは、お互いの携帯メールを登録し合っておく

・自主防災の活動を増やし、その中でコミュニケーションをとる
･日頃のイベント（お祭り）の裏方をして、未知の出来事や段取りになれ

・災害伝言ダイヤル「１７１」の使い方を毎月１日の日に練習する

・日頃から両親とメールをして、災害の時もインターネットの伝言板を使

・連絡手段は限られてくるので、いろんな手段を調べておく。（決めてお

・災害後の行動を話し合っておく（家に帰れない時、家族で決めた場所

○

南国会場開催地



○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○

○

・救急救命講習を受けて、住民お互いで軽いケガについて助

・ケガをしないようガラス用フィルムなどの対策をする（せめて

○○

・実際に災害にあった人の震災後の生活を聞くと自分が実際

・自主防組織で泥棒が入られないか地区の夜回りをする

・被害者の中から復興班をつくって対応する

○

・トイレシート（１枚200円くらい）を買っておく

○


